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●●● 当書の目的 ●●●

はじめに　

2009年7月22日、日本で46年ぶりに観測できる皆既日食がありました。トカラ諸島で皆既時間、最長６分
という日食時間は天文ファンならずとも現地で体験したいという人が、100万人以上いました。その周辺の離島
しか観測場所がないということで、多くの希望者が現地往きを断念いたしました。結果は荒天で喜界島でのみ
皆既日食が観測できたのです。　

3月11日、東日本を突然襲った大地震と大津波で激甚な被害を蒙り、非常に多くの人命が失われ、被災地は
天災と原発事故で過酷な生活に耐えています。深甚なるお悔やみとお見舞いを申し上げます。ささやかな義捐
金を捧げるのは難を逃れた私たちのできることですが、あと一年後に全国で、特に被災地の皆様は完全な同
心円で見られる金環日食帯に近いことをお知らせして、元気回復のイベントにしていただくことを願い、当書を
お届けすることを最大の目的と致します。天文ショウには彗星の接近など、マニアしか興味を持ちません。しか
し、皆既日食や金環日食は自然現象ですから、キャンセルはありませんし観測に多大な努力や費用は要りませ
ん。学問的な意味とあわせて、この千載一遇の機会を地域振興と国民的なイベントにすることを読者の皆さん

と考えるヒントを提供できたらと考えるのです。

2012年金環日食の持つ絶好な条件
ダイヤモンドリングが見られる皆既日食が科学的にも一番興味を持たれます。前の金環日食は東京で観測さ

れたのは173年前です。太陽が金環（ゴールドリング）状になるのです。次の皆既日食は、国内で見られるのは
24年後の2035年です。多くのシニアにとっては最後のライブショウです。

金環帯 
太陽と月の中心が同心となり、黄金のリングがみられるのは、鹿児島、静岡、東京、鹿島を結んだ線の両側
です。東京では金環が５分４秒継続します。　

気象条件が最高 
金環となるのは2012年５月21日ゴールデンウイーク後の日中は汗ばむくらいの陽気です。晴天の確率は
高い時期でもあります。

金環の時間　
東京で午前７時34分ころ、地平線や水平線から昇る御来光を拝んだあと欠け始め、金環になるのです。

曜日配列　
金環の日の曜日は月曜日、前の週の週末から、選んだ観測場所に宿泊滞在して待つ楽しみを提供するので
す。2009年の皆既日食と異なり、金環帯の外側に住む人が、移動してその中で観測することが容易です。

季節と曜日配列から外国人のツアーが殺到するはずです。　

当書の目的は、日本再生のチャンスとして、この天文イベントを活用することです。
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●●● なぜビジネスチャンスか？ ●●●

2009年の皆既日食でのあるアンケートではトカラ列島を含め、離島で体験する希望者が126万人は居ると
推計されたのです。合計人口が10万人に満たない離島に交通手段、宿泊容量はあるはずは無く、大半が７月22
日の猛暑のなか、テントに宿泊せざるをえないため、高齢者、幼児の参加は旅行社に断られたのです。

シニアたちは、こどものころ、北海道の一部が皆既日食になった際、部分日食を学校で、割れた板ガラスの
かけらにろうそく炎の煤で黒くした板で部分日食を見たことを覚えています。　

金環日食はリアルなショウです。金環はたった５分ですが、欠け始めから終わるまで３時間のショウです。食
分という月に太陽が隠される面積が97％であり、太陽は非常に細いリングになりますから、皆既日食に近いと
いえます。ライブで住んでいる場所で見ることが出来るのは一生に一回か二回です。

この天体イベントがビジネスチャンスというのは
都会のビルや高い樹木が日の出をさえぎる場所などは当然見ることは出来ません。また、それゆえに東
側が開けた場所に人が殺到することになります。

地平線や水平線から昇る日の出から見たいと思います。高い山、東側に開けた海岸が絶好なポイントに
なります。山も大混雑になります。2009年の皆既日食でも、有利な場所を確保するため、数日前からキ
ャンプするほどでした。

曜日配列を考えると、この際前週の週末から、土日曜を二連泊、または金曜から三連泊で家族旅行やグ
ループ旅行にすることを考えるでしょう。5月下旬の絶好なアウトドアの季節だからです。

金環帯内に金環帯の外側から来るたちも大勢います。大量の交通需要が発生します。車、貸切バス、鉄
道も大量の人を運ぶことになります。航空機も利用するでしょう。東京首都圏が金環帯の中心ですから、
大勢の旅行者を受け入れることになるのです。

宿泊と交通をセットにしたツアーも自分で手配するのが面倒な人たちに受けること必定です。2009年
の皆既日食では、大部分がツアー客だったのです。

絶好の観測場所、ポイントを有する地域では、住民のみならず滞在客に供給する食事や娯楽やお土産グ
ッヅの販売機会です。観測記念と銘うったグッヅ（Ｔシャツ、マグカップなど）を企画します。

国際空港でもあり、チャーター便が来る空港には、外国人が来ます。金環帯の中にある地方空港は海外
格安航空のツアーと協賛できます。

カメラや観測器具はマニアックな人がこの際、購入します。必須の観測用めがね、遮光板は大量に必要
になります。２００９年の皆既日食のときのように、全く品切れになるでしょう。

この際、クルーズして洋上で見ようという人たちが結構います。クルーズツアーが売り出されます。飛行機
から見ようというのもあります。　

二連泊や三連泊に良い立地の場所では、待っている時間のエンターテインメントが必要です。ライブコン
サート、花火大会、地域芸能、フェスタなどです。例えば最高の観測地と思われる鹿島では、鹿島アント
ラーズの試合をやるのです。

被災地の地域振興と復興資金の支援にみなさんのアイデアを結集して下さい。　
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